平成１７年度　全国鐵構工業協会　青年部会連絡協議会

第2回理事会　議事録

日　時　２００５年６月4日　8：30～12：00

場　所　名古屋　ホテルオースプラザ

出席者　近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）

　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）、苅谷（岐阜）、相馬（静岡）、上柿（奈良）

大井（滋賀）、元尾（長崎）、上野（栃木）

議事録作成　齋藤靖（秋田）

（司会）　安田副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認

　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　近藤哲也

　　諸君７月号ボイス６月号に鉄骨の事が書かれている。これからの鉄骨について、日本と中国の高炉の生産性についてなどが書かれていて、中国には大きな高炉が無く、生産性が悪く、将来資源の問題となって来ると思われる。今後、日本も貯蓄の必要が出て来ると思われる。

橋梁の談合問題があり、各方面に対しても公取が動いている。工事範囲の明確化という事が今後求められてくると思われる。　

　4.各地ブロック活動報告　　　　　　　　　　《ＨＰに掲載済、主に市況を簡潔に報告》

　

北海道ＢＣ　媚山理事より報告

　　　　　　　　４月２７日　委員会　５月１４日　札幌で総会

　　　　　　　　５月３１日　ＪＳＣＡに挨拶

　　　　　　　　Ｍ，Ｒは６月頃まで、Ｈは９月までの山積みで非常に厳しい

　　　　　　　　材料、板、コラムの値上げが懸念される

東北ＢＣ　齋藤理事より報告

　　　　　　　総会が各県で行われている

　　　　　　　福島で会長交代、福島で９月にＪＳＣＡとの公演会開催予定

関東方面の仕事をしている会社と地元中心の会社との山積みの格差が出てきている

加工費１万円以上のアップを目指したい。

関東ＢＣ　山野理事より報告

　　　　　　４月１６日役員会　　５月１８日通常総会　

新潟地震についてＪＳＣＡからの公演

　　　　　　仕事量は多い　Ｈグレード半分が利益、Ｍグレード３０％利益　

いくらかよくなっている

　

北陸ＢＣ　米森副会長より報告

　　　　　　各県総会終了　ＪＳＣＡの総会にも参加　

ＪＳＣＡとの勉強会へ２０名がＦＡＢ側から参加

単価が上がってきていると思っていたが富山あたりから、下がっているとの報告あり

中部ＢＣ　苅谷理事より報告

各県総会６月１８日以降、ブロック総会６月２４日ＪＳＣＡの総会に出席　ＪＳＣＡと青年部の工場見学会を実施

　　　　　　市況はそれなりの仕事量で、それなりの単価で受注できている

近畿ＢＣ　上柿理事より報告

　　　　　　　工事条件の明確化について勉強会（滋賀）

　　　　　　　６月２５日ブロック総会

　　　　　　　大型物件が始まる　物件は多く出てきている

　　　　　　　単価は意外と上がっていない

　

中国ＢＣ　安田副会長より報告

　　　　　　役員がすべて交代　

各県ともブロック総会６月、各県総会実施　

　　　　　　市況地元物件の見積もり無し、特に小中型物件はほとんどない

商社がらみの仕事が増えてきている、２極化している

　

　　四国ＢＣ　上柿理事より報告

　　　　　　　ＪＳＣＡとの講習会を実施　

愛媛でＧＣと設計事務所との工事での問題が発覚　

アンカーボルトについての勉強会を実施

　　　　　　　全国大会準備委員会で開催場所、スケジュール決定、大会スローガン、

懇親会、アトラクションの検討

九州ＢＣ　元尾理事より報告

　　　　　　　総会　役員会実施　ブロック総会６月２５日佐賀市

大型物件あり　仕事量は結構ある　商社が受注

5.協　　　議

　

1）グループ活動計画

　　　①近藤会長より

　　　　適正化契約のための活動を行う為、ＪＳＣＡとの交流を継続、業界としての方向性を模索したい

　行政への交流も継続して行って欲しい　

　　　　見積もり条件書の統一を青連協全体として活動したらどうかという提案があり、

　　　　総務委員会を中心の運動展開、次回理事会より各県の達成状況を報告すること

　　　②行政関係担当；板垣副会長より

　　　　山形の総会の例を紹介し、行政関係とのつながりを続けていって欲しい

　　　③総務委員会；安田副会長より

　　　　メーリングリストの整理を行うので役員の改選があった所は早急に連絡すること

　

　　　④構造設計者関係担当；米森副会長より

　　　　ＪＳＣＡ本部の総会に出席した内容について報告

　　2）長崎大会決算について

　　　　元尾理事より決算報告　全員一致で承認

　　3）全構協委託事業について

　　　　１１月２５日全構協全国大会でに各県の会長が出席予定

　　　　見積もり条件書の統一を全国への普及活動

　　　　追加変更のとり方についての方法論についても取り組みたい

　　4）担当委員配属

　　　　①見積もり条件書統一グループ

　　　　　安田副会長、苅谷、相馬

　

　　②工数管理グループ

　　　　大井監事、上野監事、上柿、吉岡

　　　③追加工事変更事例グループ

　　　　齋藤、媚山

　　　④構造設計者関係グループ

　　　　米森副会長、山野、元尾

　　　⑤行政懇談グループ

　　　　板垣副会長、松下、山野、吉岡

　7.閉　　　会

　　※　次回理事会

　　　　｢第３回理事会｣2005年8月6日（土）14：00～　北海道札幌市

